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源
氏
物
語
の
「
二
条
院
」
の
位
置

*
森

本

茂

『源
氏
物
語
』
の
二
条
院
は
、
も
と
桐
壷
更
衣
の
里
第
で
あ

っ
た
が
、
更
衣
の

没
後
は
源
氏
が
伝
領
し
た
。
二
条
院
は
源
氏
が
元
服
し
葵
上
と
結
婚
し
て
ま
も
な

く
、
父
桐
壷
院
の
命
に
よ
っ
て
改
築
さ
れ

(
桐
壷
)
、
紫
上
は
こ
の
院
の
西

の
対

に
住
み

(若
紫
)
、
の
ち
に
六
条
院
に
移

っ
た
が
、
晩
年
は
ふ
た
た
び
こ
の
院
で

病
床
に
臥
し
て
没
し
た

(御
法
)
。
明
石
姫
君
も
こ
の
院
で
紫
上
に
養
育
さ
れ
た

(薄
雲
)
。
源
氏
の
没
後
は
匂
宮
が

こ
の
院
に
住
み

(匂
宮
)
、
宇
治
中
君
が
西

の
対
に
迎
え
ら
れ
た

(総
角
)
。
ま
た
、
二
条
院
の
東
院
は
、
源
氏
が
父
桐
壷
院

か
ら
伝
領
し
た
院
で
、
さ
ら
に
修
築
を
加
え

(
濡
標
)
、
花
散
里
が
六
条
院

へ
移

る
ま
で
住
み

(松
風
)
、
末
摘
花
も
引
き
取
ら
れ

(
玉
婁
)
、
源
氏

の
没
後
は
花

散
里
が
伝
領
し
た

(匂
宮
)
。

こ
の
よ
う
に
二
条
院
は
、
六
条
院
と
と
も
に

『
源
氏
』
の
主
要
な
邸
宅
で
あ
り
、

作
者
は
然
る
べ
き
準
拠
に
基
づ

い
て
設
定
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の

二
条
院
の
位
置
に
は
従
来
二
説
あ
り
、

そ
の
準
拠
に
は
三
説
あ
り
、
ま
だ
定
説
ら

し
い
も
の
が
な
い
。
そ
こ
で
こ
の
問
題

を
考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

二

『
源
氏
』
の
中
に
、
二
条
院
の
位
置
は
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

ω

「
今
宵
、
中
神
、
う
ち
よ
り
は
塞
が
り
て
侍
り
け
り
」
…

「
二
条
の
院
に
も

(左
大
臣
邸
と
)
同
じ
筋
に
て
、
い
つ
く
に
か
た
が
へ
む
」

(帯
木
-
日
本

古
典
文
学
大
系
本
〈
青
表
紙
本
〉
、
以
下
同
)

②

(
紫
上
の
引
き
と
ら
れ
て
い
る
故
按
察
の
大
納
言
の
家
か
ら
)
二
条
の
院
は

近
け
れ
ば
、

(源
氏
は
)
ま
だ
あ
か
う
な
ら
ぬ
程
に
お
は
し
て
、
…
…

(若

紫
)

③

(斎
宮
の
群
行
は
)
暗
う
出
で
給
ひ
て
、
二
条
よ
り
、
洞
院
の
大
路
を
折
れ

給
ふ
ほ
ど
、
二
条
の
院
の
前
な
れ
ば
、
大
将
君

(
源
氏
)
い
と
あ
は
れ
と
思

さ
れ
て
、
…
…

(賢
木
)

ω

(薫
は
三
条
宮
に
)
日
々
に
お
は
し

つ
つ
見
給
ふ
に
、
こ
の
院

(
二
条
院
)

近
き
程
な
れ
ば
、
…
…
花
ざ
か
り
の
程
、
二
条
院
の
桜
を
見
や
り
給
ふ
に
、

・
(
二
条
院
の
)
御
前
の
梢
も
、
か
す
み
隔
て
て
見
え
侍
る
に
、
…
…

・

(早
蕨
)

ω
は
源
氏
が
左
大
臣
邸
に
い
て
、
内
裏
か
ら
み
た
こ
の
左
大
臣
邸
も
二
条
院
も

塞
が

っ
て
い
る
の
で
、
や
む
な
く
紀
伊
守
の
中
河
の
家

(東
京
極
)
に
方
違
え
す

る
と
こ
ろ
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
内
裏
か
ら
見
て
二
条
院
は
左
大
臣
邸
の
東

の
方
に

あ
る
ら
し
い
。
し
か
し
、
左
大
臣
邸
の
位
置
は
不
明
。
②
は
源
氏
が
故
按
察
の
大

*国 文学研究室(昭 和61年9月15日 受理)



森本:源 氏物語の 「二条院」の位置49

納
言
の
家
に
い
る
紫
上
を
引
き
と
り
に
行
く
と
こ
ろ
。
故
按
察
大
納
言

の
家
は
、

内
裏
か
ら
六
条
京
極

へ
行
く
途
中
に
あ

る
と
書
か
れ
て
い
る
が

(若
紫
)
、
具
体

的
な
位
置
は
不
明
。
③
は
二
条
院

の
位
置
を
最
も
具
体
的
に
記
し
て
い
る
。
六
条

御
息
所
の
娘
の
斎
宮

(
の
ち
の
秋
好
中
宮
)
が
、
内
裏
か
ら
伊
勢

へ
向
か
う
の
に
、

二
条
大
路
か
ら
洞
院
大
路
を
折
れ
て
南
行
す
る
あ
た
り
が
二
条
院
の
前
だ
と
い
う
。

し
か
し
、
洞
院
大
路
は
東
洞
院
大
路
か
西
洞
院
大
路
か
、
そ
こ
が
問
題
で
あ
る
。

ω
は
薫
の
い
る
三
条
宮
か
ら
、
匂
宮

・
中
君
の
い
る
二
条
院
の
桜
が
見
え
る
と
い

う
の
で
あ
り
、
三
条
宮
と
二
条
院
は
近

い
距
離

の
所
に
あ
る
。
し
か
し
、
三
条
宮

の
具
体
的
な
位
置
は
不
明
で
あ
る
。

以
上
の
ω
～
ω
の
う
ち
、
ω

・
②

・
ω
に
よ
れ
ば
、
二
条
院
は
左
大
臣
邸
、
故

按
察
の
大
納
言
の
家
、
三
条
の
宮
か
ら
近
い
こ
と
は
分
か
る
が
、
そ
の
三
つ
の
家

の
位
置
が
具
体
的
で
な
い
の
で
、
二
条
院

の
位
置
の
決
め
手
に
は
な
ら
な
い
。
そ

れ
に
対
し
て
、
③
の

「
洞
院
の
大
路
」
が
東
洞
院
か
西
洞
院
か
が
推
定
で
き
れ
ば
、

二
条
院
の
位
置
は
か
な
り
具
体
的
に
な
る
。

そ
こ
で

「
洞
院
の
大
路
」
を
検
討
す

る
が
、
そ
の
前
に
、

『
源
氏
』
の
邸
宅
や

登
場
人
物
に
準
拠
を
認
め
る
か
、
ま

っ
た
く
仮
空
の
も
の
と
み
る
か
、
に
つ
い
て

一
応
は

っ
き
り
し
て
お
き
た
い
。

『源
氏
』

の
中
に
桐
壷
院
に
つ
い
て
、

こ
の
ご
ろ
、
あ
け
く
れ
御
覧
ず
る
長
恨
歌
の
御
絵
、
宇
多
院
の
書
か
せ
給
ひ

て
、
伊
勢
、
貫
之
に
詠
ま
せ
給

へ
る
、
や
ま
と
こ
と
の
葉
を
も
、
唐
土
の
歌
を

も
、
…
…

(桐
壷
)

そ
の
こ
ろ
、
高
麗
人
の
ま
ゐ
れ
る
が
中
に
、
か
し
こ
き
相
人
あ
り
け
る
を
聞

し
召
し
て
、
宮
の
う
ち
に
召
さ
ん
こ
と
は
、
宇
多
の
帝
の
御
誠
め
あ
れ
ば
、
い

み
じ
う
忍
び
て
、
こ
の
御
子
を
鴻
臆
館
に
遣
は
し
た
り
。

(同
)

と
あ
り
、

『
河
海
抄
』

(序
)
に
い
う
よ
う
に
、
桐
壷
院
は
宇
多
院
の
皇
子
の
醍

醐
天
皇
を
準
拠
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
醍
醐
天
皇
の
皇
子
の
源
高
明

(西
宮
左
大

臣
)
は
、
安
和
の
変
で
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
せ
ら
れ
た
が
、
そ
れ
は
源
氏
が
須
磨

・

明
石
に
流
さ
れ
た
こ
と
に
類
似
し
て
お
り
、
や
は
り

『
河
海
抄
』
に
い
う
よ
う
に
、

源
氏
は
源
高
明
を
準
拠
に
す
る
と
み
ら
れ
る
。

『
源
氏
』

の
邸
宅
に
も
準
拠
が
あ
る
。

『
源
氏
』
の
桐
壷

・
弘
徽
殿

・
藤
壷

・

南
殿
は
平
安
京
内
裏
に
実
在
し
た
殿
舎
で
あ
り
、
冷
泉
院

・
大
学
寮

・
雲
林
院
は

京
内
外
に
実
在
し
た
建
物
で
あ
る
。
二
条
院

・
六
条
院
も
当
時
の
京
の
条
名
が
つ

い
て
お
り
、
実
在
の
院
名
を
用
い
た
か
否
か
は
別
と
し
て
、
二
条
院
は
二
条

(特

に
左
京

の
二
条
)
、
六
条
院
は
六
条

(
特
に
左
京
の
六
条
)
に
準
拠
を
求
め
て
よ

か
ろ
う
。
京
の
大
路
名

の
つ
く
邸
宅
の
位
置
に
つ
い
て
、
加
納
重
文
氏
は
、

『
源

氏
物
語
の
研
究
』
で
、

た
と
え
ば
四
条
第
と
で
も
言
え
ば
、
四
条
大
路
に
南
北
に
面
す
る
両
側
の
ほ

か
に
、
三
条
大
路
南
に
至
る
ま
で
の
間
に
存
在
す
る
と
き
に
、
呼
称
さ
れ
る
。

従

っ
て
、
二
条
院
と
い
う
な
ら
ば
、
二
条
大
路
に
面
す
る
両
側
か
、
二
条
大
路

か
ら
北
、
多
分
大
炊
御
門
大
路
に
至
る
地
域
か
に
所
在
す
る
こ
と
を
想
定
さ
せ

(観
・

と
い
わ
れ
る
。
た
と
え
ば

『拾
芥
抄
』

の
東
京
図
を
見
る
と
、
小

一
条
殿

(師
サ

邸
)
は

一
条
大
路
と
二
条
大
路

の
ち
ょ
う
ど
中
間
の
勘
解
由
小
路
の
す
ぐ
北
側
に

あ
り
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

一
条
大
路
寄
り
で
あ
る
か
ら

「小

一
条
殿
」
と
い
う

の
で
あ
ろ
う
。
二
条
殿

(教
通
邸
)
は
二
条
大
路
の
す
ぐ
南
側
に
あ
る
。
東
三
条

殿

(良
房
邸
)
は
二
条
大
路
の
す
ぐ
南
側
に
二
町
を
占
め
、
竹
三
条

(平
生
昌
邸
)

は
押
小
路
の
南
側
に
あ
る
が
、
と
も
に
三
条
か
ら
二
条
の
間
に
あ
る
の
で

「
三
条
」

の
名
が
つ
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に

『拾
芥
抄
』
に
照
ら
し
て
み
て
も
、

加
納
氏
の
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

す
る
と
、

『源
氏
』
の
二
条
院
は
、
二
条
大
路
の
両
側
か
ら
北
は

一
条
大
路
ま

で
の
間
、
す
な
わ
ち
、
二
条
と
三
条
の
中
間
の
三
条
坊
門
以
北
、

一
条
大
路
ま
で

の
間
と
な
る
が
、

一
条
と
二
条

の
間
は
九
本
の
大
小
路
が
あ
り
、
普
通
の
条
間
に

三
本
の
小
路
が
あ
る
の
と
く
ら
べ
て
例
外
で
あ
る
か
ら
、
実
際
の
北
限
は
中
御
門
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大
路

(
二
条
よ
り
四

つ
北
)
あ
た
り
ま

で
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

三

と
こ
ろ
で
、

『
源
氏
』
の
二
条
院
の
位
置
に

つ
い
て
は
、
従
来
二
つ
の
説
が
あ

る
。

一
つ
は

『
河
海
抄
』
の
説
で
、

二
条
院

陽
成
院
を
二
条
院
と
号

云
々
。
脱
雇
之
後
、

御

二
此
院

一。

二
条

以
北
、
大
炊
御
門
以
南
、
油
小
路
以
東
、
西
洞
院
以
西
也
。
京
都
の
名
跡
な

ど
准
拠
な
き
事
、

一
事
も
な
き
也
。

(
帯
木
)

す
な
わ
ち
、
陽
成
院
を

「
二
条
院
」
と
号
し
た
の
で
、

『
源
氏
』
の
二
条
院
の
準

拠
と
み
た
。

『拾
芥
抄
』
に
、

二
条
院

二
条
北
堀
川
東
、
天
暦
母
后
御
領
。

陽
成
院

大
炊
御
門
南
、
西
洞
院
西
、
件
院
御
誕
生
。

と
あ
り
、
実
際
に
は
陽
成
院
は
二
条
院
内
の
東

の
二
町
を
い
う
よ
う
だ
。
陽
成
院

は
醍
醐
后
穏
子
の
邸
宅
で
、
二
条
城
の
東
、
京
都
国
際
ホ
テ
ル
の
す
ぐ
北
東
の
地

に
あ
た
る
。
こ
の

『
河
海
抄
」
の
説
は
、
賢
木

の
巻
の

「
洞
院
の
大
路
」
を
西
洞

院
大
路
と
考
え
、
二
条
大
路
か
ら
西
洞
院
大
路
に
折
れ
る
直
前
の
北
側
と
み
る
の

　
　
　

で
あ
る
。
石
田
穣
二
氏

・
角
田
文
衛
氏
も
こ
の
説

で
あ
る
。

今

一
つ
は
、

『
花
鳥
余
情
』
と

『
源
氏
官
職
故
実
秘
抄
』
の
説
で
あ
る
。
ま
ず

『花
鳥
余
情
』
は
、

榊

の
巻
に
、
斎
院
の
御
く
だ
り

に
、
み
ち
つ
か
ひ
を
い
へ
る
所
に
、
二
条

よ
り
と
う
院

の
大
ぢ
わ
た
ら
せ
給

ふ
程
、
院

の
か
た
は
ら
な
れ
ば
と
あ
り
。

こ
れ
に
て
思
時
は
、
二
条
東
洞
院

の
あ
た
り
に
て
あ
る
べ
き
に
や
。
…
斎
宮

の
御
く
だ
り
の
院
の
か
た
は
ら
と

い
ふ
は
、
法
興
院
は
お
な
じ
二
条
な
が
ら
、

東
洞
院
と
京
極
と
は
三
町
を

へ
だ

て
た
り
。
か
た
は
ら
と
は
い
は
ん
に
、
さ

の
み
ち
が
ひ
は
あ
る
ま
じ
く
は
、
法
興
院
を
二
条
院
に
は
准
拠
し
侍
る
べ
し
。

(帯
木
)

長
文
な
の
で
中
心
部

の
み
を
示
し
た
が
、
要
す
る
に

「
洞
院
の
大
路
」
を
東
洞
院

大
路
と
考
え
、
二
条
院
は
二
条
東
洞
院
大
路
の
あ
た
り
に
あ
り
、
二
条
院
の
準
拠

は
、
そ
こ
か
ら
三
町
ほ
ど
東

へ
行

っ
た
二
条
京
極
の
法
興
院
を

「
二
条
院
」
と
号

す
る
の
で
、
そ
の

「
二
条
院
」
の
名
を
借
り
た
、
と
み
る
の
で
あ
る
。
法
興
院
は

『拾
芥
抄
』
に
、

法
興
院

二
条
北
京
極
東
、
本
号
二
東
二
条
一、

兼
家
公
家
、
二
条
関
白
伝
領
。

と
あ
る
。

『故
実
秘
抄
』
も
二
条
南

・
東
洞
院
東
と
み
る
が
、

二
条
院
は
、
さ
か
木
の
巻
斎
王
御
行
列
の
み
ち
、
二
条
よ
り
洞
院

の
お
ほ

ぢ
を
お
れ
給
ほ
ど
に
、
二
条
院
な
れ
ば
、
と
あ
る

こ
れ
な
り
。
し
か
れ
ば
、

拾
芥
抄
に
い
へ
る
二
条
院
に
は
あ
ら
で
、
二
条
殿
と
い
ふ
に
あ
た
れ
り
。
し

か
る
を
二
条
院
と
な
ぞ
ら
へ
て
い
へ
る
に
や
。

(
帯
木
)

と
述
べ
、
二
条
院
の
準
拠
は

『拾
芥
抄
』

に
い
う
二
条
殿
と
み
る
。
二
条
殿
は

『拾
芥
抄
』
に
、

二
条
殿

二
条
南
、
東
洞
院
東
、
入
道
大
相
国
道
長
造
レ
之
、
二
条
関
白
伝
領
。

と
あ
る
。
島
津
久
基
氏
も
こ
の
説
だ
が
、

「
二
条
院
」
の
名
称
は
法
興
院
の
旧
名

　ヨ
　

を
借
り
、
位
置
は
二
条
殿
の
所
と
さ
れ
る
。

以
上
の
二
説
は
、

「
洞
院
の
大
路
」
を
西
洞
院
と
み
る
か
、
東
洞
院
と
み
る
か

で
、
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
ま
ず
、

一
条
朝
前
後
の
頃
の

「洞
院
」
の
用
例
に
あ
た

っ
て
み
よ
う
。

ω

(
遵
子
は
)
初
て
入
内
し
給
に
、
洞
院

(古
活
字
本
は
西
東
院
)
の
ぼ
り
に

お
は
し
ま
せ
ば
、
東
三
条
の
前
を
わ
た
ら
せ
給
に
、
…

(
大
鏡

・
巻
二

・
頼

忠
伝
-
東
松
本
、
以
下
同
)

②

(実
頼

・
師
輔
ら
は
)
宗
像
の
明
神
の
お
は
し
ま
せ
ば
、
洞
院
小
代

の
辻
子

よ
り
お
り
さ
せ
給
し
に
、
…

(同

・
巻
二

・
忠
平
伝
)

③

(花
山
院
は
)
北
南
の
み
か
ど
、

つ
い
ぢ
づ
ら
、
小

一
条
の
前
、
洞
院
の
う
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ら
う

へ
に
、

(
人
を
)
ひ
ま
な
く
た
て
た
て
な
め
て
、
…

(同

・
巻
四

・
道

隆
伝
)

ω
天
皇
自
二
枇
杷
第
一近
比
洞
院
。
遷
二
御

一
条
院

一。
(
帝
王
編
年
記

・
巻
十
七
)

ω
は
公
任
の
妹
遵
子

(
四
条
宮
)
が
入
内
す
る
と
き
の
記
事
で
、
四
条
宮
は

『
拾

芥
抄
』
に
四
条
南

.
西
洞
院
東
と
あ
る

(た
だ
し
、
付
図
の
東
京
図
で
は
四
条
北

・

西
洞
院
東
)
。
し
た
が

っ
て

「洞
院
」

は
西
洞
院

で
あ
る
。
②

・
③
は
、
近
衛
御

門
南

・
勘
解
由
北

・
烏
丸
東

・
東
洞
院
西
の
小

一
条
邸

(
忠
平
)
付
近
の
記
事
で

あ
り
、

「
洞
院
」
は
東
洞
院

で
あ
る
。
ゆ
は

一
条
院
略
歴
の
寛
弘
七
年

(
一
〇

一

〇
)
十

一
月
二
十
八
日
条
で
、

一
条
天
皇
が
枇
杷
邸
か
ら

一
条
院

へ
移
ら
れ
る
記

事
で
あ
る
。
枇
杷
邸
は

『拾
芥
抄
』
に
近
衛
南

・
東
洞
院
西
に
あ
り
、
前
記
注
記

の

「
近
比
」
は

「
近
江
↓
近
衛
」
の
誤
写
で
あ
る
。
ω

の

「
洞
院
」
は
東
洞
院
で

あ
る
。
こ
れ
ら
の
用
例
で
見
る
限
り
で
は
、

「
洞
院
」
は
東
洞
院
が
す
こ
し
多
い
が
、

引
用
例
が
少
な
く
、
こ
れ
だ
け
で
は
何
と
も
い
え
な
い
。

斎
王
群
行
の
記
事
は
、

『
西
宮
記
』

(巻
十
七

・
臨
時
五
)

の
、
昌
泰
二
年

(八
九
九
)
九

月
八
日
、
承
平
三
年

(九
三
三
)
九
月
二
十
六
日
な
ど
の
記
事
が

詳
細
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
八
省
院
内

の
作
法
に
限
ら
れ
て
お
り
、
八
省
院
の
門

の
外
か
ら
逢
坂
ま
で
の
道
順
が
書
か
れ

て
い
な
い
。
逢
坂
に
向
か
う
の
だ
か
ら
、

二
条
を
東
行
、
や
が
て
南
行
、
三
条
を
東
行
す
る
訳
だ
が
、
二
条
か
ら
三
条
の
南

北
道
が
不
明
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
斎
王
群
行
に
準
ず
る
例
を
拾

っ
て
み
る
。

『
左

経
記
』

の
寛
仁
元
年

(
一
〇

一
七
)
九
月
二
十

一
日
条
に
、
斎
王
が
待
賢
門
を
出

て
二
条
河
原
で
襖
を
し
、
野
宮
に
入
ら
れ
る
記
事
が
、
次

の
よ
う
に
み
え
る
。

斎
王
襖
東
河

二
条
末
、
入
野
宮
、
其
道
従
待
賢
門
出
給

天
、
東
仁
行
給

天
、

自
東

乃
洞
院
大
路
南
仁
行
給

天
、

自
二
条
大
路
東

仁
行
給

天
、

御
河
原
祓

阪

事
脱○
鯉

、
二
条
西
仁
行
給

天
、
従
東
乃
洞
院
大
路
北
仁
行
給
天
、
従

一

条
大
路
西

仁
行
給
天
、
御
座
野
宮

。

こ
の
コ
ー
ス
は
、
待
賢
門
↓

(中
御
門
大
路
)
↓
東
洞
院
大
路
↓
二
条
大
路
↓
河

原
↓
二
条
大
路
↓
東
洞
院
大
路
↓

一
条
大
路
↓
野
宮
、
で
あ
る
。
ま
た
、

『扶
桑

略
記
』
の
延
長
五
年

(九
二
七
)
二
月
十
四
日
条
に
、
六
条
院
行
幸
の
記
事
が
、

次
の
よ
う
に
み
え
る
。

行
二
幸
六
条
院

一。

巳
四
刻
。
上
二
御
輿

一。

従
二
建
礼
門
一。

出

二
美

　
マ

マ
　

福
門
交
門

一。

自

二
二
条
大
路
一。

歴
二東
院
東
路

一。

到
二
彼
院

一。

こ
の
六
条
院
は

「
釣
殿
院
」
の
別
名
で
、

『
拾
芥
抄
』
に
六
条
北

・
東
洞
院
東
と

あ
る
。
斎
王
の
襖
の
場
合
、
南
北
の
大
路
と
し
て
大
宮

・
西
洞
院

・
東
洞
院

・
東
京
極

の
四
つ
が
通
行
可
能
の
は
ず
だ
が
、
東
洞
院
を
通

っ
て
い
る
。
ま
た
、
六
条
院

の

行
幸
の
場
合
、
東
西
の
大
路
と
し
て
二
条

・
三
条

・
四
条

・
五
条

・
六
条
の
五
つ

が
通
行
可
能
の
は
ず
だ
が
、
二
条
を
通
り
、
南
北
の
大
路
と
し
て
大
宮

・
西
洞
院

・

東
洞
院
の
三

つ
が
通
行
可
能
の
は
ず
だ
が
、
東
洞
院
を
通

っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
推
定
す
る
と
、
公
的
巡
行
の
場
合
、
左
京
で
は
、
東
西
の
通

で
は
二
条
大
路
、
南
北
の
通
で
は
東
洞
院
大
路
を
通
る
の
が
慣
例
に
な

っ
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
。
二
条
大
路
は
道
幅
十
七
丈
で
東
西
の
通
の
中
で
最
大
で
あ
り
、
大

内
裏
に
近
く
、
貴
族
の
邸
宅
や
皇
室
の
別
所
が
南
北
に
連
な
り
、
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー

ト
と
し
て
晴
れ
の
行
事
の
見
物
客
も
多
か

っ
た
。
東
洞
院
大
路
と
西
洞
院
大
路
は
、

と
も
に
道
幅
八
丈
で
あ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
川
が
流
れ
、
通
行
の
条
件
は
同
じ
よ
う
だ

が
、
以
下
に
述
べ
る
点
か
ら
し
て
、
実
際
に
は
東
洞
院
の
方
が
通
り
や
す
か

っ
た

と
思
わ
れ
る
。

平
安
時
代
の
は
じ
め
、
左
京
に
は
、
鴨
川
の
西
に
富
小
路
川

・
東
洞
院
川

・
子

代
川

(烏
丸
川
)

・
室
町
川

・
町
口
川

・
西
洞
院
川

・
堀
川

・
大
宮
川
が

一
条
か

ら
九
条
ま
で
南
流
し
、
東
京
極
大
路
の
東
端
を
中
川
が
南
流
し
、
二
条
で
鴨
川
に

注
い
で
い
た
と
推
定
さ
れ
る
が
、

『
九
条
家
本
延
喜
式
』

(
巻
四
十
二
紙
背
)
、

『古
本
拾
芥
抄
』
や
神
仙
苑
所
伝
左
京
図
に
よ
れ
ば
、
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別
図
の
よ
う
に
、
東
洞
院
川
か
ら
西
の
川
は
し
だ
い
に
下
流
で
合
流
し
て
行
き
、

つ
い
に
西
洞
院
川
に
注
い
で
い
る
。
こ
れ
が
い
つ
頃
の
水
路
な
の
か
明
ら
か
で
は

な
い
が
、

『
九
条
家
本
延
喜
式
』
は
鎌
倉
期
の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
い
ち
お
う
鎌

倉
期
頃
の
水
路
と
み
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
岸
元
史
明
氏
が

『
平
安
京
地
誌
』
の

「平
安
京
内

の
河
川
」
の
項
で

詳
述
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
川
の
水
量
が
増
す
に
伴

っ
て
、
富
小
路
川
や
東

洞
院
川
は
水
量
が
し
だ
い
に
減

っ
て
き

た
よ
う
だ
。

『小
右
記
』
の
長
和
四
年

(
一
〇

一
五
)
七
月
十
五
日
条
に
、
川
上
で
雷
鳴

・
大
雨
が
あ
り
、
紙
屋
川

・
堀

川

・
東
院
大
路
川

(東
洞
院
川
)
の
水
が
溢
れ
た
と
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
同
記
の

治
安
三
年

(
一
〇
二
三
)
十
月
二
十
四
日
条
に
、
藤
原
実
資
が
小
野
宮

(冷
泉
北

・

大
炊
御
門
南

・
烏
丸
西

・
室
町
東
)
に
水
を
引
く
記
事
が
、
次
の
よ
う
に
み
え
る
。

与
宰
相
同
車
、
密
々
到
引
水
処
見
之
、
富
小
路
南
行
水
、、
従
中
御
門
西
行
、

又
自
高
倉
小
口
折
南
、
今
献
引
、
従
春
日
小
路
折
西
々
行
、
口
水
流
、
従
東

洞
院
大
路
南
行
、
従
大
炊
御
門
西
行
、
是
皆
古
跡
、
古
水
流
自
富
小
路
折
春

日
小
道
、
春
日
小
道
与
富
小
路
辻
間
太
高
難
西
行
、
傍
従
昨
改
引
而
己
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
そ
れ
ま
で
富
小
路
川
の
水
を
引
く
の
に
、
春
日
小
路
に
水
路

を
掘
り
、
小
野
宮
に
引
き
入
れ
て
い
た
が
、
富
小
路

・
春
日
小
路
の
辻
の
所
が
高

く
て
西
流
が

困
難
な
の
で
、

旧
水
路
を
利

用
し
て
、
富

小
路
↓
中
御

門
↓
高
倉
↓

春
日
↓
東
洞

路

院
ー
大
炊
御

曜

門
の
コ
ー
ス

水

に
変
更
し
て

鰍

い
る
・
さ
ら

厨4

に
、
同
記
の

万
寿
四
年

(
一
〇
二
七
)

九
月
八
日
条

に
よ
れ
ば
、

富
小
路
川
の

水
量
が
減

っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
水
源
を
中
川
に
求
め
、
以
下
同
コ
ー
ス
を
経

て
取
水
し
て
い
る

(別
図
参
照
)
。

も
し
東
洞
院
川

・
子
代
川

(烏
丸
川
)
が
小
野
宮

の
近
く
を
南
流
し
て
お
れ
ば
、

こ
の
よ
う
に
わ
ざ
わ
ざ
旧
水
路
を
利
用
し
て
、
富
小
路
川
や
中
川
か
ら
水
を
引
く

必
要
は
な
か

っ
た
は
ず
だ
か
ら
、
東
洞
院
川
も
子
代
川
も
中
川
に
水
を
取
ら
れ
、

治
安
三
年
以
前
の

「
古
水
流
」
の
頃
か
ら
水
が
澗
れ
て
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。
す

室 烏 東1
洞1

i

高 万 富小 中

町 丸 院1 倉 里 路 川
。 川
1 「r

、1 御門

ii謄

1

;『__」 _一 一、'← 一 ■一一 春 日

大炊一。-亀

小
御門

野
宮

0 冷泉
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な
わ
ち
、
平
安
中
期
、
東
洞
院
川

・
子
代
川
は
、
大
雨
が
降
れ
ば
川
と
な
る
が
、

通
常
は
水
が
澗
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
二
条
以
北
で
こ
う
い
う
状
態
だ
か
ら
、

ま
し
て
二
条
以
南
の
東
洞
院
川
は
、
通
常
は
水
が
澗
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
西
洞
院
川
は
賀
茂
川
か
ら
直
接
分
流
し
て
い
た
の
で
、
水
量
が
多
く
、

水

の
澗
れ
る
こ
と
は
な
か

っ
た
ろ
う
。

『中
右
記
』
の
長
承
三
年

(
=

三
四
)

五
丹
十
七
日
条
に
よ
れ
ば
、

「
近
代
如
此
洪
水
未
曽
有
」
の
大
洪
水
が
お
こ
り
、

堀
川

・
西
洞
院
川
に
流
死
者
が
出
た
と
も

い
う
。

岸
元
氏
の
前
書
に
よ
れ
ば
、
川
は
道
の
中
央
を
流
れ
て
い
た
と
い
う
。
す
る
と
、

東
洞
院
と
西
洞
院
は
と
も
に
八
丈
の
道
幅
が
あ

っ
て
も
、
特
に
二
条
以
南
に
お
い

て
、
通
常
澗
渇
し
て
い
た
東
洞
院
と
常

に
川
の
流
れ
て
い
た
西
洞
院
と
で
は
、
前

者
が
は
る
か
に
通
行
が
容
易
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
源
氏
』
賢
木
の
巻
の

「
二
条
よ
り
、
洞
院

の
大
路
を
折
れ
給
ふ
ほ
ど
、
二
条

の
院

の
前
な
れ
ば
」
は
青
表
紙
本
に
よ

っ
た
が
、
こ
れ
が
河
内
本
に
は
、

「
二
条

よ
り
、
洞
院

の
大
路
渡
ら
せ
給
ふ
ほ
ど
、
院

の
傍
ら
な
れ
ば
」
と
あ
る
。
河
内
本

の
、
二
条
か
ら
洞
院
の
大
路
を

「渡
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
二
条
か
ら
洞
院
大
路

へ
曲

っ
て
行
く
こ
と
で
あ
り
、
青
表
紙
本

の

「
折
れ
」
と
実
質
的
に
変
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
賢
木

の
巻
に
よ
れ
ば
、
二
条
院
は
二
条
大
路
か
ら
東
洞
大
路

へ
曲

っ
た

　
る
　

あ
た
り
に
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
吉

田
早
苗
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
二
条
院
は

西

の
対
を
晴
れ
と
し
て
い
た
と
い
う
。

す
る
と
、
東
洞
院
大
路
の
東
側
と
考
え
ら

れ
る
。
か
く
し
て
、
二
条
院

の
位
置
は
、
前
述

の
二
説

の
う
ち

『
花
鳥
余
情
』

『故
実
秘
抄
』
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
の
由
来
に
つ
い
て

は
触
れ
て
い
な
い
。
私
は
源
氏
は
源
高

明
を
準
拠
と
す
る
立
場
か
ら
、
こ
の
点
を

考
え
て
み
た
い
と
思
う
。

四

左
京
の
二
条
大
路

の
南
北
に
は
、
二
条
院

・
二
条
殿

・
小
二
条
な
ど
、
正
称

・

別
称
に

「
二
条
」
の
つ
く
邸
宅
が
多
く
あ
り
、
そ
の
位
置
と
伝
領
に

つ
い
て
の
諸

書
の
記
事
に
相
異
が
あ
り
、
非
常
に
複
雑
で
あ
る
。

『
拾
芥
抄
』
に
は
次
の
よ
う

に
あ
る
。
小
二
条

離
獺
棘
蔽
翌
眠
麹
禮
認
試
二載
驕
裂
犠

二
条

殿

二
条
南
、
東
洞
院
東
、
入
道
大
相
国
道
長
造

レ
之
、
二
条

関
白
伝
領

。

し

か

る

に

、

『
二
中

歴
』

に

は

、

小

二

条

二
条
北
、
東
洞
院
西
、
俊
賢
卿
家
。

『
小

右

記

』

に

、

今

日
前

摂

政

太

閣
下

被

任

太

政

大

臣

、

…

…
諸

卿

列

太

政

大

臣

二
条

第

、

二

条

北

、

東

院

東

大

路

西
、

入

自

東

門

、

…

…

(
寛

仁

元

年

-

一
〇

一
七

ー

十

二
月

四

日
条

)

ま

た

、
同

日
条

の

『
左

経

記

』

に

、

…
次

第

揖

退

出

、

前

駈

・
雑

色

等

従

主

進

出

、

引

率

令

参

小

二

条

殿

給

…

・

と
も

あ

る

。

こ

れ

ら

の
小

二
条

と

二
条

殿

に

つ
い

て

は
、

太

田

静

六

氏

・
野

口
孝

子

氏

・
川

　　
　

本
重
雄
氏
の
研
究
が
あ
り
、
道
長
の
二
条
殿
の
位
置
は
、

『
拾
芥
抄
』
は
誤
り
、

『
二
中
歴
』

『小
右
記
』
が
正
し
く
、
二
条
北

・
東
洞
院
西
に
あ

っ
た
よ
う
だ
。

　　
　

ま
た
、
野
口
氏
の
い
わ
れ
る
よ
う
に
、

『
拾
芥
抄
』
に
い
う
小
二
条

(
俊
賢
家
)

は
長
和
二
年

(
一
〇

一
三
)
十

一
月
四
日
全
焼
し
た
が

(御
堂
関
白
記
)
、
そ
の

直
前
の
同
年
十
月
十
三
日
、
道
長
は
二
条
殿
の
建
設
計
画
を
う
ち
出
し

て
お
り

(同
記
)
、
そ
の
四
年
後
の
寛
仁
元
年

(
一
〇

一
七
)
十

一
月
十
日
に
二
条
殿
は

竣
工
し
た

(小
右
記
)
。
し
た
が

っ
て
、
俊
賢
の
小
二
条
と
道
長
の
二
条
殿
は
位

置
が
異
な
り
、

『
拾
芥
抄
』
に
記
す
よ
う
な
伝
領
関
係
は
な
か

っ
た
よ
う
だ
。
ま

　
ア
　

た
。
川
本
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
道
長
の
子
の
二
条
関
白
教
通
が
造
営
し
た
二
条

殿
は
、

『
栄
花
物
語
』
に
、

内
の
大
殿

(
教
通
)
は
、
年
頃
造
ら
せ
給

へ
る
新
し
き
殿
に
渡
ら
せ
給
ひ
、
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居
籠
り
給

へ
り
と
聞
ゆ
。

(巻
二
十
九

・
万
寿

四
年
ー

一
〇

二
七
ー
秋
)

そ
の
又
の
年
、
京
極
殿
焼
け
ぬ
れ
ば
、
内
大
殿
の
二
条
殿
に
渡
ら
せ
給
ふ
。

(巻
三
十
四

・
長
暦
四
年
ー

一
〇

四
〇
1
条
)

内
は
内
大
殿
の
二
条
殿
に
渡
ら
せ
給
ひ
、
…

(
巻
三
十
六

・
永
承
元
年
i

一

〇
四
六
-
条
)

な
ど
と
あ
り
、
竣
工
し
た
の
は
万
寿
四
年

(
一
〇
二
七
)
秋
で
あ
り
、
そ
の
位
置

は
、

『春
記
』
に
、

又
、
自
東
洞
院
東
大
路
南
行
幸
内
大
臣
二
条
第
入
自
西
門
…

(長
久
元
年
ー

一
〇
四
〇
1
十
月
二
十
二
日
条
)

出
東
門
自
高
倉
小
路
北
行
、
又
二
条
大
路
西
行
、
更
自
東
洞
院
北
行
、
経

一

条
大
路
西
行
…

(
同
年
十
二
月
二
十
五
日
条
)

と
あ
る
点
か
ら
み
て
、
二
条
南

・
東
洞
院
東
で
あ
り
、
道
長
の
二
条
殿
と
は
別
の

位
置
に
あ

っ
た
と
い
う
。

『
左
経
記
』

に
よ
れ
ば
、
道
長
の
二
条
殿
を
小
二
条
殿

と
も
称
し
た
よ
う
だ
が
、
そ
の
理
由
は
不
明
で
あ
る
。
俊
賢
の
小
二
条
が
全
焼
し

た
後
に
道
長
の
二
条
殿
が
完
成
し
て
い
る
か
ら
、
小
二
条
の
名
を
残
す
目
的
で
二

条
殿
の
別
称
に
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

『拾
芥
抄
』

で
小
二
条
と
二
条
殿
が
同
地
に
並
記
し
て
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
教

通
の
二
条
殿
は
俊
賢
の
小
二
条
の
跡
地
に
造
営
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『故
実
秘
抄
』

は
二
条
殿
を

『
源
氏
』
の
二
条
院
の
準
拠
と
す
る
が
、
前
記
の

『栄
花
物
語
』
の

記
事
に
よ

っ
て
、
二
条
殿
の
完
成
は
万
寿
四
年

(
一
〇
二
七
)
で
あ
り
、
寛
弘
七

年

(
一
〇

一
〇
)
頃
に
成
立
し
た
と
さ

れ
る

『
源
氏
』
よ
り
二
十
年
近
く
後
で
あ

り
、
準
拠
と
な
り
え
な
い
の
で
あ
る
。

二
条
院
は
二
条
殿
の
地
に
あ

っ
た
と
み
ら

れ
る
小
二
条
を
準
拠
に
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

五

『源
氏
』
の
二
条
院
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
俊
賢
以
前
の
小
二
条
の
伝
領
が

問
題
で
あ
る
。
私
は
特
に
次
の
三
点
に
注
目
し
た
い
。

ω

『拾
芥
抄
』
に
よ
れ
ば
、
小
二
条
は
も
と
二
条
后
高
子
の
邸
宅
で
あ

っ
た
。

②

『
貞
信
公
記
抄
』

(忠
平
)
に
、

「
延
喜
七
年
九
月
七
日
辛
巳
、

遷
二
小
二

条
殿

一」

の
記
事
が
あ
る
。

③
俊
賢
は
源
高
明
の
子
で
、
母
は
藤
原
師
輔
女
で
あ
る
。

『尊
卑
分
脈
』
、

『
大
鏡
』

(師
輔
伝

・
裏
書
)
、

『
栄
花
物
語
』

(勘
物
)
、

『公
卿
補
任
」
な
ど
に
よ
れ
ば
、
源
高
明
は
実
頼
の
次
女

(御
厘
殿
別
当
)
を
室

に
迎
え
た
が
、
天
暦
元
年

(九
四
七
)
五
月
二
十

一
日
に
没
し
た
。
そ
の
後
、
高

明
は
師
輔
の
三
女

(
母
盛
子
)
を
迎
え
、
忠
賢

・
惟
賢

・
俊
賢

・
経
房
が
生
れ
た

が
、
そ
の
三
女
も
没
し
、
妹
の
五
女

(
母
雅
子
。
愛
宮
)
を
後
妻
と
し
た
。
山
口

博
氏
は
、
師
輔
三
女
が
高
明
室
に
な

っ
た
の
は
、
実
頼
次
女

の
没
し
た
直
後
の
天

暦
初
年
頃
で
あ
り
、
そ
の
三
女
の
没
し
た
の
は
、
応
和
三
年

(九
六
三
)
頃
と
推

　　
　

定
さ
れ
る
。
す
る
と
安
和
二
年

(
九
六
九
)
生
れ
の
経
房
は
、
五
女
の
子
と
み
ら

れ
る

(.『
公
卿
補
任
』
も
同
じ
)
。
な
お
、
高
明
に
は
、
為
平
親
王
室
と
な
っ
た

大
君
、
藤
原
正
光
室
と
な

っ
た
中
君
、
源
重
信
室
と
な

っ
た
女
子
も
あ
る
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
母
は
不
明
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
前
述
の
ω
～
③
を
基
に
し
て
小
二
条

の
伝
領
を
推
定
す
る
と
、
別
図

に
傍
線
を

つ
け
た
人
々
、
す
な
わ
ち
、

基
経
⊥
局
子
-
忠
平
-
師
輔
-
女
子

(
三
女
)
ー
俊
賢

で
あ

っ
た
ろ
う
。

『
栄
花
物
語
』

(
巻

一
・
月
の
宴
)
に
よ
れ
ば
、
安
和
二
年

(九
六
九
)
三
月

二
十
六
日
、
安
和

の
変
で
高
明
が
五
十
六
歳
の
と
き
大
宰
権
帥
に
左
遷
さ
れ
た
折

に
、
左
大
臣
殿

(
西
宮
邸
)
で

「
北
の
方
、
御
女
、
男
君
達
」
が
泣
き
悲
し
ん
だ

と
い
う
。
そ
の
西
宮
は

『拾
芥
抄
』
に
、
四
条
北

・
朱
雀
西
と
あ
る
。
高
明
邸
は

他
に
、高
松
殿

姉
小
路
北
、
西
洞
院
東
、
高
明
親
王
家
。
(拾
芥
抄
)
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源

高里

小二条の伝領(推 定)

 

も
あ
り
、
大
宰
府
か
ら
帰
京
し
た
天
禄
三
年

(九
七
二
)
以
後
は

「葛
野
の
別
業
」

に
住
ん
だ
。

高
明
が
高
松
殿
と
西
宮
に
住
ん
だ
時
期
は
明
ら
か
で
な
い
。
高
明
の
末
娘
明
子

は
高
松
殿
に
住
み
、

「
高
松
殿
」
と
称

さ
れ
、
高
明
左
遷
の
と
き
盛
明
親
王

(高

明
の
兄
)
の
養
女
と
な
り
、
の
ち
に
道
長
室
と
な

っ
た

(
『
大
鏡
』
巻
五
、

『栄

花
」
巻
三
)
。
ま
た
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
高
明
の
左
遷
の
と
き
、
北
方

(愛
宮
)

と
男
女

の
子
ど
も
は
西
宮
に
い
た
。
し

か
し
、
数
日
後
の
安
和
二
年

(九
六
九
)

四
月

一
日
、
西
宮
は
焼
亡
し
、

「
雑
舎
両
三
」
だ
け
残

っ
た

(
日
本
紀
略
)
。
西

宮
の
焼
亡
後
、
愛
宮
は
父
師
輔

の
桃
園

の
別
業

に
移
住
し
た

(蜻
蛉
日
記

・
中

巻
)
。
そ
こ
は
父
師
輔
か
ら
伝
領
し
た
愛
宮
の
邸
宅

で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
推
定
す
る
と
、
高
明
は
高
松
殿
↓
西
宮
↓
葛
野
の
別
業
の

順
に
住
居
を
移
し
た
よ
う
で
あ
る
。

『
西
宮
左
大
臣
集
』
は
、
詞
書
の
中
で
高
明

の
動
作
に
敬
語
を
用
い
て
い
て
、
近
侍
者
ら
が
編
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

中
に
、

「
九
条
殿
三
君
に
き
こ
え
給
ふ
」

「
返
し
」
の
歌
が
、
計
九
首
あ
る
。
高

明
は
高
松
殿
の
頃
に
、
小
二
条
の
師
輔
三
女
の
も
と
に
通
い
、
住
ん
だ
の
で
あ
ろ

　い
　

う
。
高
明
と
師
輔
三
女
の
関
係
は
、
山
口
氏
の
推
定
に
よ
れ
ば
、
天
暦
元
年

(九

四
七
)
頃
か
ら
応
和
三
年

(
九
六
三
)
頃
ま
で
の
十
六
年
間
、
高
明
の
三
十
四
歳

か
ら
五
十
歳
ま
で
で
あ
り
、
こ
の
間
に
権
中
納
言
か
ら
中
納
言

・
大
納
言

へ
進
み
、

左
衛
門
督

・
検
非
違
使
別
当

・
按
察
使

・
中
宮
大
夫
な
ど
の
要
職
に
つ
い
て
い
る

か
ら
、
師
輔

の
高
明
に
寄
せ
る
期
待
も
大
き
か

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

占
1、

 

前
述
し
た
よ
う
に
、

『
源
氏
』

の
二
条
院
の
準
拠
と
し
て
、
実
在

の
二
条
院

(陽
成
院
)
と
す
る
説
や
、
法
興
院
の
別
名
の

「
二
条
院
」
の
名
を
借
り
た
と
す

る
説
が
あ

っ
た
。
い

っ
た
い
に
、

『源
氏
』
の
邸
宅
名

(条
名
の
つ
く
家
)
と
実

在
の
邸
宅
名
と
の
関
係
は
、
二
つ
の
場
合
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

一
つ
は

一
条
宮

(落
葉
宮
)
と
三
条
宮

(藤
壷

・
雲
井
雁

・
薫
)
の
場
合
で
あ
る
。

『拾
芥
抄
』

に

一
条
院

(伊
サ
)

・
小

一
条

(師
サ
)
は
実
在
す
る
が

一
条
宮
は
な
く
、
東
三

条

(良
房
)

・
西
三
条

(良
相
)

・
三
条
院

(頼
忠
)

・
竹
三
条

(平
生
昌
)
は

実
在
す
る
が
三
条
宮
は
な
い
。

つ
ま
り
、

『源
氏
』
で
同
じ
条
名
を
用
い
て
も
、

こ
ま
か
な
点
で
名
を
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

今

一
つ
は
六
条
院

(源
氏
)
の
場
合
で
あ
る
。

『
源
氏
』
に
六
条
院
の
位
置
を

「六
条
京
極
わ
た
り
」

(少
女
)
と
し
て
い
る
。
そ
こ
で

『河
海
抄
』
は
、

「六

条
院
」
と
号
し
た
と
い
う
河
原
院

(源
融
。
六
条
京
極
)
を
そ
の
準
拠
と
す
る
が
、

史
料
の
上
か
ら
河
原
院
を

「
六
条
院
」
と
号
し
た
記
事
が
み
え
な
い
。
じ

つ
は
六

条
京
極
か
ら
す
こ
し
西

へ
行

っ
た
所
に
、
実
在
の
六
条
院
が
二
つ
あ

っ
た
。

『
拾

芥
抄
』
に
、

六
条
院

六
条
南
、
室
町
東
、
号
二
海
橋
立
一、

有
二
連
理
樹
一、

祭
主
輔
親
家
。



56第15号

 

要紀

 

学大良奈

釣
殿
院

鞍

賠

驕

院
東

号
二
六
条
院
、
光
孝
天
白王御
所
云
云
、
付
.
属

と
あ
る
。
つ
ま
り

『
源
氏
』
の
六
条
院

は
、
実
在
の
六
条
院
の
名
を
借
り
、
位
置

を
す
こ
し
変
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

結
局
、

『
源
氏
』
の
邸
宅
名
は
、
実
在

の
位
置
に
同
名
の
邸
宅
名
を
用
い
る
こ

と
は
な
く
、
名
を
変
え
る
か
位
置
を
変

え
る
か
し
て
、
巧
み
に
虚
構
を
用
い
て
い

る
の
で
あ
る
。

二
条
院

の
場
合
は
六
条
院
と
同
じ
く
、
実
在
の
二
条
院
の
名
を
借
り
、
位
置
を

変
え
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
場
合
の
実
在

の
二
条
院
は
、

『河
海
抄
』

の
い
う
陽

成
院
か
、

『
花
鳥
余
情
』
の
い
う
法
興
院
で
あ
ろ
う
。
従

っ
て
こ
の
小
稿
は
、
二

条
院

の
位
置
は

『
花
鳥
余
情
』

『故
実
秘
抄
』
と
同
地
と
考
え
、
二
条
院

の
名
は

『
河
海
抄
』

『
花
鳥
余
情
』
と
同
名
と
考
え
、
両
者
か
ら

『花
鳥
余
情
』
に
最
も

近
い
訳
で
あ
る
が
、
小
二
条
i
高
明

(
源
氏
の
準
拠
)
に
注
目
し
、

「高
明
の
小

二
条
」
↓

「
源
氏
の
二
条
院
」
と
推
定
す
る
点
で
相
異
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
高

明
の
高
松
殿
は
、
姉
小
路
北

・
西
洞
院
東

に
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、

「洞
院

の
大
路
」
を
西
洞
院
大
路
と
考
え
、
こ
の
高
松
殿

が
二
条
院
の
準
拠
で
は
な
い
か
と
い
う
説
も
出
て
来
そ
う
に
思
え
る
。
そ
こ
で
こ

の
点
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
と
、
高
松
殿
は
二
条
と
三
条
の
中
間
の
、
三
条
坊
門

小
路
の
南
側
に
あ
り
、
条
名
を

つ
け
る
な
ら

「
三
条
」
が

つ
く
は
ず
の
地
域
で
あ

り
、
現
に
三
条
坊
門
北
に
東
三
条
殿

・
竹
三
条
も
あ
る
。
こ
う
い
う
点
か
ら
み
て
、

高
松
殿
を
二
条
院
の
準
拠
と
み
る
の
は
、
位
置
的
に
無
理
で
あ
ろ
う
。

高
明
が
小
二
条
に
出
入
り
し
た
の
は
、
応
和
三
年

(九
六
三
)
頃
ま
で
で
あ
り
、

　
け
　

紫
式
部
の
生
れ
る
天
禄
元
年

(
九
七
〇
)
以
前
の
こ
と
で
あ
る
が
、
小
二
条
は
作

　ほ
　

者
の
家

(
正
親
町
南

・
土
御
門
北

・
東
京
極
東
)
か
ら
直
線
距
離
に
し
て

一
・
五

キ

ロ
ほ
ど
の
所
で
、
当
時
の
東
西
の
メ
ー
ン
ス
ト
リ
ー
ト
の
二
条
大
路
に
面
し
て

作
者
の
行
動
圏
内
に
あ
り
、
作
者
の
頃
に
は
、
高
明
の
子
で
道
長
室
明
子
の
義
兄
、

四
納
言
の

一
人
で
あ
る
源
俊
賢
が
伝
領
し
て
い
た
の
だ
か
ら
、
作
者
が
関
心
を
示

さ
な
い
は
ず
は
な
か

っ
た
ろ
う
。

な
お
、

『山
城
名
勝
志
』

(
巻
三
)
に
、
伊
勢
の
家
は
二
条
南

・
東
洞
院
東
に

あ

っ
た
と
い
う
。

一
方
、

『
後
撰
集
』
に
、

隣
に
住
み
侍
り
け
る
時
、
九
月
八
日
、
伊
勢
が
家
の
菊
に
綿
を
着
せ
に

遣
は
し
た
り
け
れ
ば
、
又
の
あ
し
た
折
り
て
返
す
と
て

伊
勢

数
知
ら
ず
君
が
齢
を
の
ば

へ
つ
つ
名
だ
た
る
宿
の
露
と
な
ら
な
ん

(
秋
下

・

三
九
四
)
返
し

藤
原
雅
正

露
だ
に
も
名
だ
た
る
宿

の
菊
な
ら
ば
花
の
あ
る
じ
や
幾
代
な
る
ら
ん

(
同

・

三
九
五
)

と
い
う
贈
答
が
あ
り
、
伊
勢

の
家

の
隣
に
、
紫
式
部
の
父
方
の
祖
父
の
雅
正

(
九

六

一
年
没
)
が
住
ん
で
い
た
よ
う
だ
。
雅
正
の
妻
は
藤
原
定
方
女
で
、
雅
正
の
父

兼
輔

(
堤
中
納
言
)
と
定
方
は
従
兄
弟
で
あ

っ
た
。

『
拾
芥
抄
』
に
よ
れ
ば
、
定

方

の
邸
宅
は
三
条
坊
門
北

・
万
里
小
路
西
の
大
西
殿

(小
二
条
の
す
ぐ
東
南
)
で

あ

っ
た
。
お
そ
ら
く
雅
正
は
、
大
西
殿
の

一
部
に

一
時
期
住
居
し
、
そ
の
西
隣
に

伊
勢

の
家
が
あ
り
、
そ
の
伊
勢

の
家
は
後
の
竹
三
条

(平
生
昌
)
の
地
に
あ
り
、

小
二
条
の
す
ぐ
南
側
で
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
。
す
る
と
、
高
明
と
小
二
条
の
こ
と
は
、

雅
正
か
ら
為
時
、
さ
ら
に
作
者
の
耳
に
入

っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

『
後
撰

集
』
の
雅
正
の
歌
、

花
鳥
の
色
を
も
音
を
も
い
た
づ
ら
に
物
憂
か
る
身
は
す
ぐ
す
の
み
な
り

(
夏

・

一
二

二
)

の
第

一
・
二
句
は
、

『
源
氏
』

の
中
に
、

「花
鳥
の
色
に
も
音
に
も
よ
そ
ふ
べ
き

方
ぞ
な
き
」

(桐
壷
)
と
引
用
さ
れ
て
お
り
、
作
者
は
祖
父
の
雅
正
に
血
縁
以
上

の
関
心
を
も

っ
て
い
た
よ
う
だ
。

ま
た
、
作
者
の
母
方

の
曽
祖
父
で
あ
る
藤
原
文
範

(九
九
六
年
没
)
は
、

『
日

本
紀
略
』
に
よ
れ
ば
、
安
和
二
年

(九
六
九
)
三
月
二
十
五
日
、
左
馬
助
源
満
仲
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ら
が
前
武
蔵
介
藤
原
善
時
ら
の
謀
反
を
密
告
し
た
と
き
、
当
時
参
議
で
あ

っ
た
文

範
ら
が
密
告
文
を
太
政
大
臣
職
曹
司
に
と
ど
け
、
左
衛
門
府
で
繁
延

・
蓮
茂
ら
を

勘
問
し
た
と
い
う
。
文
範
は
作
者
二
十
七
歳
頃
に
没
し
て
い
る
か
ら
、
作
者
は
文

範
か
ら
安
和
の
変

の

一
部
始
終
を
聞
い
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

以
上
の
雅
正

・
文
範
を
介
し
た
情
報
は
、
あ
く
ま
で
臆
測
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ

る
が
、
高
明
と
作
者
を

つ
な
ぐ
ル
ー
ト
と
し
て
見
逃
が
せ
な
い
の
で
、
参
考
ま
で

に
付
記
し
た
の
で
あ
る
。

注
解
」

(
「
解
釈
と
鑑
賞

」
昭
和

四
十
年

五
月
号

)
、
柿
本
奨
氏

『
蜻
蛉

日
記
全
注

釈
』
な
ど
は
、
師
輔
か
ら
伝
領
し
た
邸
と
考

え
る
。

い
ち
お
う
後
者

に
従
う
。

(
10
)

注

(
8
)
参
照
。

(
11
)
今
井
源
衛
氏

『
紫
式
部
』

(人
物
叢
書

)
。

(
12
)
角
田
文
衛
氏
は

「
紫
式
部

の
居
宅
」

(
『
角
田
文
衛
著
作
集
』

7
)

に
お

い
て
、

現
在

の
京
都
市
上
京
区
寺
町
通
広
小
路
上

ル
の
盧
山
寺
境
内

の
地
と
さ
れ
る
。

注
(
1
)
加
納
重
文
氏

『
源
氏
物

語
の
研
究
』
の

「
物
語

の
地
名

」
。

(
2
)
石
田
穣

二
氏

『
源
氏
物
語
事
典

』

(東

京
堂
)

の

「
二
条
院

」
。
角

田
文
衛
氏

「
京
都

の
中

の
王
朝
」

(角

田
文
衛
著
作

集
』
4
)
。

(
3
)
島
津
久
基
氏

『
対
訳
源
氏
物

語
講
話

』

(
巻
二

・
帯
木

)

(
4
)
吉
田
早
苗
氏

「
藤
原
実
資
と
小
野
宮

第
」

(
「
日
本
歴
史
」
第

二
五
〇
号

、
昭
和

五
十
二
年
)
。

(
5
)
太
田
静
六
氏

「
藤
原
道
長

の
邸
宅

に
就

い
て
」
上

・
下

(
「
考
古
学
雑
誌
」
第

三

十

一
巻

四

号

・
七

号

、

昭

和

十

六

年

)

、

野

口
孝

子

氏

「
道

長

の

二
条

第

」

(
「古

代
文
化
」
第

二
十
九
巻

三
号

、
昭
和

五
十
二
年
三
月

)
、

川
本
重
雄
氏

「
小

二
条
殿
と

二
条
殿
ー
道
長

の
二
条
殿

と
教

通

の

二
条
殿

ー

」

(
同

・
第

三
十

三
巻

三
号
、
昭
和
五
十
六
年

三
月

)
。

(
6
)
注

(
5
)
参
照
。

(
7
)
注

(
5
)
参
照
。

(
8
)
山

口
博
氏

『
王
朝

歌
壇

の
研
究
-
村
上
冷
泉

円
融

朝
篇
1
』

の

「
源
高
明
論
」
。

(
9
)
愛
宮

の
移

っ
た
桃

園

の
別
業

に

つ
い
て
、
喜
多
義

勇
氏

『
蜻
蛉

日
記
講
義
』
、
川

口
久
雄
氏
校
注

『蜻
蛉

日
記
』

(
日
本
古
典
文
学
大
系

)
、
山

口
博
氏

(
注
8
)

な
ど

は
、
高
明

の
別

邸
と
考

え
、
秋
山
度

・
上
村
悦

子

・
木
村
正
中
氏

「
蜻
蛉
日
記
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TheSiteoftheNijo-inresidenceintheTaleofGenji

ShigeruMORIMOTO

Summary

WheredidtheshiningGenjilive,aherointheTaleofGenji?

ChapterSakakitellsthathisNijo-inresidencewasnearNijo-toin-o-ji

broadstreet.

Butinfact.therewasastreetcalledToin-o-jirespectivelyintheeastand

thewestoftheancientcapital,andsothesiteoftheresidenceisunidentified.

(1)TheshiningGenjiwasmodeledonMinamoto-no-Takaakira.

(2)Takaakira'swifewasadaughterofFujiwara-no-Morosuke.Thedaughter

wasgiventheko-nijo-teiresidencebyhisfather.Theresidencewasontheeast

sideofNijo-higashi-no-toinstreet,southward.ItispresumedthatTakaakira

livedintheKo-nijo-teiresidencewithhiswife.

f3)Higashi-no-toinbroadstreetwassomucheasiertowalkalongthanNishi-no-

toinbroadstreetthatpeopleseemstohaveparadedthroughtheformeronformal

occasions.

TheconclusionisthattheNijo-inresidence.wasactuallytheko-nijoreside-

nceontheeastsideoftheNijo-higashi-no-toinstreet,southward.


